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研究成果の概要（和文）：本研究では，統語的プライミング（人が言語産出する際，直前に処理した文と同じ構文を用
いる傾向）を用いた実験により，日本人英語学習者の統語処理プロセスを，心理言語学的観点から調査した。
スクリプト付きインタラクションタスクでは，実験者と実験協力者がペアで交互に絵描写を行った。このタスクでは，
意味と統語の両方に注意を向ける必要があるため，統語処理が自動化していない日本人英語学習者の場合，認知的負荷
が増加した。また，初級レベルの英語学習者向けの文産出タスクを開発し，授業内実験によりその効果を検証した。全
体としてタスクが進むにつれプライミング効果が向上したことから，統語構造の潜在学習の可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：In this research, we examined syntactic processing of Japanese EFL learners from p
sycholinguistic perspectives on the basis of syntactic priming experiments. Syntactic priming is the tende
ncy of one syntactic structure in a preceding context leading to increased likelihood of use of the same s
tructure during following language production.
In a scripted interaction task, the experimenter and each participant described pictures in turn. This tas
k required exchange of information and construction of syntactic structures at the same time and might hav
e put a higher cognitive load on Japanese EFL learners, who lack automaticity in sentence processing. We a
lso developed a sentence-production task intended for novice learners and examined its effectiveness throu
gh multiple implementations of the same task during English classes. We observed that the priming effects 
of those students gradually increased, suggesting that they might have implicitly learned the syntactic st
ructures involved.

研究分野：

科研費の分科・細目：

人文学

キーワード： 心理言語学　スピーキング　統語処理プロセス　統語的プライミング　日本人英語学習者　e-learning

言語学・外国語教育



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
効果的な言語コミュニケーションを行う

ためには，4 技能（リーディング，リスニン
グ，スピーキング，ライティング）の統合的
な能力を身に付けておくことが不可欠であ
るが，EFL (English as a Foreign Language) 
環境にある日本人英語学習者 (JEFLLs) の
場合，一般に言語産出，特にスピーキングが
最も苦手であると言われている。 
Levelt (1993) の「言語の理解と生成にお

ける語彙仮説モデル」において，右側は理解
（リスニング），左側は生成（スピーキング）
のプロセスを示している（図 1）。スピーキン
グの場合，概念化装置 (Conceptualizer) で
作 っ た メ ッ セ ー ジ は ， 形 式 化 装 置 
(Formulator) で心的辞書 (Mental Lexicon) 
を使って文法コード化および音韻コード化
され，調音化装置 (Articulator) を経てア
ウトプットされる。この一連のプロセスは，
時間的制約の中で行われるが，母語話者の場
合は，自動化され，並行処理されていると言
われている。しかしながら，非母語話者の場
合は，認知負荷がかかるため，流暢さ・正確
さ・複雑さの間に，いわゆるトレードオフ効
果がしばしば見られる。 

 
図 1 言語の理解と生成における 
語彙仮説モデル (Levelt, 1993) 

 
２．研究の目的 
上記のプロセスを明らかにするために，昨

今広く使用されている手法が統語的プライ
ミング (syntactic priming) 実験である。
統語的プライミングとは，人が言語産出する
際，直前に処理した文と同じ構文を用いる傾
向のことである。Morishita, Satoi, and 
Yokokawa (2010) は，Pickering and Branigan 
(1998) にもとづき，JEFLLs を対象とした実
験を行い，JEFLLs の語彙表象は，英語母語話
者のそれと類似しているが，熟達度により異
なる傾向が見られることが明らかとなった。 
L1（母語）における統語的プライミング実

験の主な目的は，言語産出のメカニズムを探
ることだが，統語的プライミングは，自動化
された潜在的プロセスであるため，L2（第二
言語）や FL（外国語）においては，スピーキ
ング能力向上のカギとなる。上記の背景をも
とに，本研究では，心理言語学的観点から，

言語産出における統語処理プロセスを調査
し，熟達度別の学習・指導法への示唆を得た
上で，スピーキングの学習を促す e-learning
教材を開発することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1) スクリプト付きインタラクションタス
クによる統語的プライミング実験 
統語的プライミングは，元来，会話の中で

見られる現象であるため，より自然な状況
（ダイアローグ）において観察する必要があ
る。そこで，統語的プライミングの実験手法
の一つであるスクリプト付きインタラクシ
ョンタスクを用いて，絵描写課題において対
話者の使用した統語構造が，実験協力者の発
話に与える影響を調査した。 
 
(2) 疑問文産出能力に関する調査 
効果的な言語コミュニケーションは，質問

とそれに対する応答の連続によって行われ
ると言っても過言ではないが，疑問文の指導
は文法指導の一環として文字によって行わ
れることが多く（平叙文から疑問文への書き
換えドリルなど），会話において，即座に的
確な質問をする能力には結びついていない
可能性が高い。そこで，疑問文を用いたプラ
イミング実験に先立ち，JEFLLs の疑問文産出
能力について調査した。 
①コミュニケーション活動における疑問文
の産出傾向：ペアで交互に質問と応答を続け
ながら，類似した互いの絵の相違点を見つけ
る spot-the-difference task を実施した。 
②平叙文から疑問文への転換タスク：JEFLLs
の疑問文産出能力をさらに詳しく調べるた
め，簡単な平叙文を文字または音声で提示
し，文中の各語を問うような疑問文を文字
または口頭で産出するタスクを行った。 
 

(3) e-learning教材の開発および効果の検証 
JEFLLs の統語処理の自動化を促進するよ

うな e-learning 教材を開発し，授業実験に
より，その効果を検証した。 
①語順整序タスクを用いた統語処理のトレ
ーニング：口頭での語群の並べ替え練習は，
単なる復唱よりも認知負荷が大きく，学習効
果が高い可能性がある。そこで，音声提示さ
れる 3つの語群を，口頭で即座に正しい順序
に並べ替える語順整序タスクを実施した。 
②文産出課題（サークルタスク）による統語
的プライミング実験：プログラミング開発ソ
フト (Processing) を利用して，PC 上でゲー
ム感覚で行える文産出課題を開発した。マウ
スカーソルの移動により，円状に並んだ語群
を選択しながら文を完成させるというタス
クであった。 
 

４．研究成果 
【研究の主な成果】 
研究代表者は，Levelt (1993) の言語産出

モデルをもとに，JEFLLs のスピーキングメカ



ニズムを調査するため，様々な観点から産出
語彙に関する研究を行った。それらの結果か
ら，熟達度による処理プロセスの違いが明ら
かとなり，また，JEFLLs の特徴として，語彙
知識はあっても，それらを即座に正しく組み
合わせて使用できない，つまり低次の統語処
理が困難であることが分かった。ここで言う
統語処理とは，形式化装置において心的辞書
内に収められているレマ（語彙情報）へアク
セスすることによる文法コード化のプロセ
スを指す（図 1）。つまり，統語構造は語彙表
象の組み合わせによって構成されており，発
話において特定の統語構造が繰り返される
ことにより活性化すると考えられている。 
そこで，さらに文完成課題を用いたいくつ

かの実験を行い，統語的プライミングにはモ
ダリティ（音声／文字産出）の違いはなく，
何度も同じ統語構造に触れること（潜在学
習）により統語処理の自動化が促進されるこ
となどが分かった。 
これらの結果を踏まえ，本研究の調査を進

めた結果，新たに以下のことが明らかとなっ
た。 
 

(1) スクリプト付きインタラクションタス
クによる統語的プライミング実験 
全体として，英語母語話者のプライミング

率は JEFLLs より有意に高く，インタラクシ
ョンでは，意味と統語の両方に注意を向ける
必要があるため，JEFLLs の非自動性が影響し
た可能性が示された（雑誌論文⑤ほか）。 
 
(2) 疑問文産出能力に関する調査 
①コミュニケーション活動における疑問文
の産出傾向：spot-the-difference task にお
いて，相違点を見つけるために有効と思われ
る疑問詞疑問文を産出できていないため，タ
スクをスムーズに遂行できない傾向が観察
された（雑誌論文①ほか）。 
②平叙文から疑問文への転換タスク：熟達度
に関わらず，疑問文の統語構造についての
知識が乏しく，また運用のための訓練が不
足していることが分かった（学会発表①ほ
か）。 
 
(3) e-learning教材の開発および効果の検証 
①語順整序タスクを用いた統語処理のトレ
ーニング：事前・事後テスト間で有意な伸び
が見られたことから，基本語順をマスターす
ることで，統語構造に敏感になったと考えら
れる（雑誌論文②ほか）。 
②文産出課題（サークルタスク）による統語
的プライミング実験：全体として，プライミ
ング率のみならず構文産出率も非常に低か
った。しかしながら，タスクが進むにつれて
その割合には増加傾向が見られたため，統語
的プライミングによる潜在学習の可能性が
示された（学会発表②ほか）。 
 
【国内外における位置づけとインパクト】 

言語産出における統語処理プロセスに着
目した EFL 研究は数少なく，本研究の学術的
意義は非常に大きいと思われる。本研究の成
果については，国内外の複数のジャーナルに
掲載され，学会・研究会などにおいても，継
続的に発表を行った。詳細については，5 の
論文・学会発表に示すとおりである。 
 
【今後の展望】 
ダイアローグにおける統語的プライミン

グでは，自分自身が言ったことだけでなく，
対話者が言ったことも繰り返す傾向がある
ことから，コミュニケーション能力の向上に
も役立つと考えられる。今後は，プライミン
グ実験で従来用いられてきた与格構文など
に加え，疑問文を用いた以下のような研究を
継続して行いたい。 
 
(1) 疑問文を用いたスクリプト付きインタ
ラクションタスク 
本研究におけるスクリプト付きインタラ

クションタスクおよび疑問文産出能力に関
する調査の結果をもとに，自然なダイアロ
ーグが可能なプライミング実験（たとえば， 
jigsaw task を使用した疑問文の産出など）
を行い，より適切・高度な構文を学習してい
く過程を調査する。 
 
(2) 疑問文を用いた e-learning 教材の開発
とその効果の検証 
プライミングの手法を用いた接触により，

明示的指導が困難な疑問文の潜在学習を促
進させるようなタスクを開発し，授業実験に
より，その効果を検証する。 
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